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１．オープニング

本日はナカちゃんがお休みです。先月お話ししていただいた「遣唐大使」の本の関連で奈良県

知事さんと東大寺鑑真和上像の里帰り友好訪問団の一員として揚州に行かれています。今年のも

みじは 8 年ぶりの美しさだそうです。先日森林植物園のもみじを見てきましたが緑を背景とした

もみじは大変きれいでした。11 月 3 日文化の日、長田発第 10 回神戸ユニバーサルデザインフェ

アが鉄人広場において開催され、兵庫高校総合科学類型クラスの 2 班（5 人）が神戸ユニバーサ

ルデザイン大賞の優秀賞の表彰を受けました。アイデアの内容は丸テーブルを半分に切り半円を

ずらして並べ、直線側には介護する方が座り、半円部は車椅子の方が座りコミュニケーションを

とりやすくしたものです。費用があれば実物を作りたいようです。

（注））「神戸ユニバーサルデザイン大賞」表彰式

総応募件数 506 点（一般部門 105 点、ジュニア部門 391 点）の中から優秀作品 7点の表彰と展示が行われた。

２．ゲストコーナ：サクソフォン奏者 津村美妃さん（90 陽会）

津村さんは北五葉小学校、鈴蘭台中学から兵庫高校に進学された。サクソフォンとの出会いは

中学の吹奏楽部である。サクソフォンを選んだのは親からは女の子らしい楽器を選べと言われた

が、目立ちたかったので目の前にあるキラキラしたサクソフォンを見てこれしかないと思った。

サクソフォンは金管楽器のように見えるが木管楽器である。金管と木管の音色を繋ぐために作ら

れた楽器である。サクソフォンは一般にはジャズという頭があり男性が吹く楽器という思い込み

がある。最近は女性奏者も多くアコちゃんの娘さんも吹いている。津村さんは朝ドラのゲゲゲの

女房役のすらっとして美人でピアニストの松下奈緒さんをイメージしてもらうといいと思います。

兵庫高校吹奏楽部がとても強かったので吹奏楽部に入りたいために頑張って勉強し兵庫高校に

入学した。大学は国立大学でサクソフォン専攻がある静岡大学教育学部芸術文化課程音楽文化専攻
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（ＣＭ）ＪＲ兵庫駅前の「神戸ルミナスホテル」,抜群のロケーション、最新の設備と最高のお

もてなし、ビジネス、観光の快適な拠点として皆様のお越しをお待ちしております。今日は「神

戸ルミナスホテル」様(TEL:078-511-7700)のご協力を頂きました。

（ＣＭ）自分の母校じゃないけれど地元の高校をつい応援してしまう。赤い羽根共同募金はそん

な気持ちに似ています。自分の街を良くする仕組み、赤い羽根。
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に入学した。ここは教育学部としては普通であるが音楽文化専攻は音楽を教えるための免許をとらなく

てもよい学科である。中学から大学までずっとサクソフォンを続けたので恋人のような存在である。サク

ソフォンはソプラノ、アルト、テナー、バリトンと音程の違う4 種類がある。本日持参したアルトサックスは

2～3Ｋｇ程度の重さであるが楽譜などを含めカバンは 8Ｋｇ程度のものを持ち歩いている。

卒業後はフリーで演奏活動のかたわら色んなところで

教えている。演奏活動は尼崎のホテルニューアルカイック

を拠点にしている。このホテルのメインアーティストとして

月に1 回ランチタイムにコンサートを行っている。

12 月 22 日（水）のクリスマスコンサートは昼（15 時）と

夜（19 時）の 2 回公演でケーキまたはカクテル付で

2000 円です。

ここで津村さんの生演奏（千の風になって）及び

サクソフォンカルテットの演奏（アメイジンググレース）

を聴く。

左端が津村美妃さんです

高校 1 年生の宿泊訓練の登山で大山に行き、頂上から下り始めた山頂付近で鳥取県西部地震が

発生した。大きな揺れで崖から落ちそうになる人がいたり、崖が崩れたり大変だった。一緒に登

っていた小学 5 年生くらいの子供達の手助けをしながらパニックになる場面もあったが無事に下

山した。地震発生直後はその場に全員が座り指示を待ち、指示通りに行動することが出来た。

長田、兵庫で震災を経験した生徒はフラッシュバック的に動揺した人もいたが阪神淡路大震災の

体験を活かすことができた。2回も大地震に遭遇するという貴重な体験になった。

サクソフォンという楽器はできて 200 年も経っておらず、楽器の中では非常に新しい。はじめ

はクラシックの楽器として発明されたが当時はなかなか受け入れられず、アメリカに渡りジャズ

で大ブレークしたので一般にジャズの楽器というイメージが強い。ベルギー生まれのフランス育

ちのクラシックの楽器であり、発明者はアドルフ・サックスで自分の作った楽器に自信があった

のでサクソフォンという名前をつけた。クラシックの世界ではフランスやオランダが中心である。

フランスには短期留学のセミナーに参加したことがある。昨年グループ Saxophone Quartet HOPE

を結成した。HOPE をホップと呼ぶのは 10 月 28 日にデビューしたが、その日の誕生花がホップで

花言葉が希望であったため希望＝HOPE とひっかけてホップという名前を HOPE と書いたものであ

る。カルテットのメンバーは他の 3 人は大阪音大であるが同級生である。ホテルコンサート以外

の活動としては関西を中心にクラシックを広める活動をしている。特に子供達に広めるために無

料のコンサート、子供さんの年齢制限なしのコンサートを開いている。子供達の反応は大人より

即座にそのままの反応を返してくれること、音にすごく敏感で生ですごく素直に楽しんでいるの

が伝わってくるので一緒に楽しめる。

津村さんの演奏者としての実績は、大学時代は在学中、第 6 回大阪国際音楽コンクール大学・管

楽器部門第 2位(1位なし)、第 12回全日本ジュニアクラシック音楽コンクール大学生部門第 2位(1位

なし)等のコンクールに入賞。活動の功績を讃え、静岡大学学長より学長表彰を授与される。

これまでに、第 17 回 GAP サクソフォンセミナー(フランス・ギャップ)、第 7 回・第 8 回ハバネラサクソフ

ォンアカデミー(フランス・ポワチエ)等に参加している。

カルテット仲間の谷さんがブログで津村さんのことを関西サックス界のホープと書いておられ

る。津村さん自身は演奏の企画をすることが多いのでそう意味と理解しているとのこと。大学時

代のチューバの先輩のブログでは津村さんの家がたまり場になっていたようです。また当時は 1

日 10 時間練習し 7時間バイトという超多忙な毎日を過ごしていた。フランスに行きたかったので

費用を貯めるため、また練習も大事なのでそのような生活をしていた。とても頑張り屋さんであ
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った。音楽以外では武陽会の事務局を以前からされており、今は財政再建副委員長もされている。

３．ゆうかり大好きコアラさんの地域瓦版

12月 2日から 13日までの 12 日間ルミナリエが開催されます。土日は 17時から平日は 18 時か

ら、金，土は 22 時までそれ以外は 21 時 30 分まで点灯されます。

12 月 12 日（日）に旧二葉小学校で第 2 回ダンパ＆おかんアート展で開催されます。笑って踊

って楽しい 1 日にしてください。ダンス初心者も心配御無用、殆どの人が初心者でいろんなダン

スの先生から教えていただけます。なつかしいフォークダンスから始まり、カラオケで踊り、盆

踊り、マツケンサンバまで是非覚えて帰ってください。2 階の無料スペースでは愛すべき母の作

品がずらりと展示されています。みなさんのお家に必ず一つはある作品ばかり、立派なアートと

してよみがえります。今回は前回より 1000 円安いお昼付で 2000 円。喫茶室でおいしいコーヒと

駄菓子付で 300 円もご用意しています。是非遊びにいらしてください。

離宮公園で今日明日及び来週の土日も 20時までもみじがライトアップされます。神戸市内の色

んなところのライトアップが始まっています。

４．来月のゲスト

現在兵庫県水泳連盟の会長をされている荒木紀一さんにお越しいただきます。

番組に対するご意見、ご感想はこちらまで：yuukarinikanpai@gmail.com


